
平和が丘防災タイスズ ″́多17伊 <2013.11.16>

平和が丘学区防災委員会

秋気も深まってまいりま したが皆さまには日々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

防災タイムズ第 17号をお届けします。今年は台風が多く 10月 現在で 28個。先月 16日 の 26号

台風では伊豆大島で土石流によつて多数の方が犠牲になり、局所的豪雨の予知と避難情報のありか

たが指摘されました。気象の変化による災害の多様化とそれに対応 した的確な状況判断がますます

問われる防災認識の時代になつた感が します。

_~l当 面の活動についてお知らせ します

1.11月 17日 (日 )名 東 区安心・安全 なまちづ くりの 日の実施

学区として美化推進と災害時の連絡方法を主題として次のように行います。

第一部 清掃活動 (ク リーンキャンペーン)と植栽  9:30～ 11:10

0各 自治会で一斉清掃活動 (例年通 りの秋のクリーンキャンベーン)

② 清掃活動後、各自治会代表者がコミセン南隣 りの “どんぐり広場"で植栽ぅ

第二部 防災講話とふれあいぜんざい  111lo～ 12:05  会場 コミセン

① 防災講話 講師 名東消防署犬飼主任 講話と災害時の安否確認用電話 “伝言ダイヤル 171'の

活用方法を学びますc

② ふれあいぜんざいを試食します。

2.自 主防災会推進会議の開催

11月 30日 (土)10:Oo～ 12:00 会場 コミセン

自主防災副‖練等を中′かに各自治会の日常の防災活動について防災会会長、消防団、防災委員を交

えて協議します (今年度の防災訓練実施状況 別掲)。  いつ来るか分からない災書に対処するために

多忙を極める日常にあって白主防災を活性化するということは大変難しいことだと思いますが、平時の

備えとして何をしていくべきか、議論を期待したいところです。

3.避難所運営マニユアルの見直 しと作成 につ いて

11月 21日 (本)14:00～ 会場 平和が丘小学校

平和が丘小学校及びコミセンの避難所運営マニュアルの見直 し説明会が関係者の間で行われます。

現在、避難所を開設 した時の管理・運営の在 り方について防災委員会で具体的に検討 しています。

なお、猪子石中学校 も当学区が通学校区となつている関係から平和が丘学区の避難所 となつていま

す。官根、蓬来両学区と合同の避難所 とな り、行政面は名東・千種両区より指示を受けます。
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βの       手 ‐各自治会はそれぞれ避難場所を決めてある

と思いますが、2丁 目自治会は平成 20年 9月 名
‐
東消防署長を仲介役にして

学区と正敬寺の間で覚書を交わし正敬寺を避難場所としていますょ   |
避難する時は、最初に避難場所に集まりそこから避難所に移動 .します:

なお、移動する前に避難所の安全確認が行政の手によって行われます:



03月 から-lo月 までの活動状況を報告します.   ‐   ‐|‐ ‐‐
4.占圭諾員基あ

―
房災議1練が次あように行われました
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占t告,・
■
尭ケ丘スオッ (敷地内)| 1       26■ 参加

9月 22日 (日 ) 五丁目自治会 (どんぐり広場)     133各 参加

9月 23日 (D. 公産 1人前自‐治会合南|ltム住集会所)| ‐‐2'名参加

・
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二丁目百給会(=ミ ゼシ「年前)|‐

1 ‐ 1 2●名参加

t角‐
29■(め  |二す自

=幸
由 治会合同(=ミ セン・午後)24名参加

10月
‐
1'■ (J I四丁目南自治会 (第二公園)●  1  19名参加

10月 13日 (日) 日車マンション自治会 (集会所).  ■・ 47名参却

10月 19日 (D  四丁目北自治会 (濁池公園)
3‐1名 参加 ‐ ‐   ‐.

参カロ者の皆さんはご苦労さまでした。またご指導を頂きました消防団には厚くおネL申
.し
上げます。

五丁目自治会は在宅者の安杏確認を(白 車ヤシジ善シ自治会は1高層■―シシヨンにおける避難方法

を、また4丁 目北自治会は車綺子も動員して東邦高校まで1歩いて避難するなどそれぞれ実践的かつ _
隣人同士の助け合いを主眼とした内容で参加者め関心を高め、身近に役立ち議1練でありました。. ´

★9月 1日 (日 )防災の日 学区防災委員 名東区総合防災議1議に参加■見学・ (猪高力ヽ翔 ‐

★スポーツフェスタ(16月 27日 )に新種日F大入防災リレー」が登場:得点競技で人気|を博し|ま した。

5.防災あん しん調査票の集計が終わ りま した 平成25年9月 10日 現在

ご協力を頂きありがとうございました。回収率は昨年度とほぼ同一。災害時の要援護者の全世帯

数に対する比率は 7.5‰ 温かい援護の方策を考えていかねばなりません:避難所の収容力は平和が

丘小学校 315人、東邦高校 626人、コミセン 59人ですのでそれぞれ数字上は希望者がオーバー。

「来る者拒まず"の原則に立って避難所の受け入れ態勢が次の課題となります:

なお1昨年度の調査票は9月 3日 に溶解廃棄 しました。
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日本固有の動植物や自然を守らねばという思いが湧いてきます編 集 高本)。
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避 難 所 (世帯数 70歳以上

世帯(数

要援護ニ

者(人 )平和小 東邦高 蓬来小 その他 合 計 :

一丁 目 176 68.2% 317 99 3 104 67 30
二丁 目 247 87.9% 628 68 112 Ｏ^ 4 184 94 10

三丁 目 133 73.7% 244 の
ん 78 0 4 84 24 3

四丁ロゴ 187 86.6% 433 6 148 0 ０
４ 1561 43
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四丁目南 130 98.5% 385 6 102 0 8 116 39 10
五丁 目 397 84,1% 874 71 181 35 6 293 115 20

人前三丁 目 199 98.0% 539 99 6 60 ｒ
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公住猪子石 103 74.8% 226 77 0 0 0 77 0 3
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日車マンション 84 89.3% 199 ０
ん 63 0 66 29 ″
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学区全体(合計 1,970 85。 4% 4.475 546 822 96 34 1,498 580 127


